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はじめに：今年度の活動の特徴

　今年度は，海外留学指導担当教員である堀江にとっ

て着任後２年目の年であり，非常勤スタッフの柴垣氏

の協力を得ながら，海外留学室の基本的な機能を固め

たうえで，さらに拡充することを目指した。具体的に

は，情報提供の質と量の拡大，TOEFL 指導の開始，

出発前指導の充実をはかった。その結果，交換留学生

の応募者及び合格者が前年比1．5倍となったことを始

め，各説明会への参加者数も増加している。

　また，交換留学生の受け入れを担当している短期留

学室とも連携を強め，協定校からの受け入れ学生と派

遣学生，そして留学を終えて帰国した学生の関係構築

を心がけ，お互いに学び合い，助け合うような関係作

りを促した。こういった様々な学生を巻き込んだ取組

を今後留学生相談室など関係部局とも連携しながら発

展させ，名古屋大学における教育環境の国際化に貢献

したい。

　以下，平成17年度における海外留学室の活動を情報

提供，個人相談，派遣学生に対する支援，来年度の派

遣学生に対する教育指導及び選考，海外留学に関する

情報収集活動の５セクションに分けて紹介し，最後に，

来年度に向けての課題を提示する。

１. 情報提供

　海外留学室における情報提供活動は，テーマ別のセ

ミナーや説明会，ホームページ，図書資料の閲覧の３

つを通して行っている。今年度における新しい取組と

しては，説明会の種類と回数の増加，ホームページの

前面改訂，図書資料の充実化があげられる。

〈セミナー・説明会〉

　今年度は，各種説明会を全９回，毎週木曜日の昼休

みに行われる入門セミナー全32回開催した。ほとんど

の説明会は一般的内容のものであるが，協定校関係者

来校のおりに，その機会を利用して開催した，個別の

協定校についての説明会も含まれる。

　以下は，今年度に行われた説明会及びセミナーの一

覧である。対象を特に明記していないものは名大の学

生・教職員一般を対象としたものであり，学外者の参

加も許可している。

◆新入生学生生活ガイダンス

日 時：４月３日

対 象：新入生

内 容： 名古屋大学における留学と国際交流機会について

＊全体のガイダンスのうち約10分間

◆国際ボランティア説明会

日 時：４月12日　12：10－13：00

場 所：CALE フォーラム

講 師：CIEE　星川氏

内 容： CIEE が主催する国際ボランティアプログラ

ムについての紹介

◆海外留学説明会（工学部・工学研究科学生対象）

日 時：４月13日　16：30－17：30

場 所：IB 電子情報館105教室

参加者：約30名

内 容： 名古屋大学における留学機会の説明，留学準

備について

◆海外留学説明会（全学対象）

日 時：４月20日　16：30－17：30

場 所：CALE フォーラム

参加者：約50名

内 容： 名古屋大学における留学機会の説明，留学準

備について

◆ TOEFL 説明会

日 時：５月16日　16：30－17：30

場 所：CALE フォーラム

講 師：CIEE　星川氏
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参加者：48名

◆交換留学（全学間協定）応募説明会

日 時：８月８日　14：00－15：30

場 所：CALE フォーラム

対 象：全学の学生，交換留学応募希望者

参加者：25名

内 容：交換留学（全学間協定）への応募について

◆ルノー財団奨学生プログラム応募説明会

日 時：８月８日　15：30－16：30

場 所：CALE フォーラム

対 象：全学の学生，応募希望者

参加者：５名

内 容： ルノー財団プログラム平成18年度への応募に

関する説明

◆アデレード大学説明会

日 時：11月４日　12：15－13：00

場 所：留学生センター201教室

講 師：アデレード大学

参加者：８名

内 容： アデレード大学における交換留学プログラム

について

◆語学留学説明会

日 時：11月15日　12：10－13：00

場 所：CALE フォーラム

講 師：CIEE　星川氏

内 容： 語学留学の準備／申請方法，プログラム選定

に関する注意事項など

◆海外留学入門セミナー（全32回）

日 時：学期中の毎週木曜日　12：15－12：45

場 所：留学生センター201室

対 象：全学の学生，教職員

参加者：91名（別表１及び２の通り）

内 容：留学機会の紹介，情報収集，準備教育指導

〈ホームページ〉

　留学生センターホームページの全面改訂に伴い，こ

れまで運営してきた海外留学室ホームページも内容

と構成を一新した（http://www.ecis.nagoya-u.ac.jp/

abroad/）。さまざまな留学機会についての情報をで

きるだけ早く学生に届けるという基本的な運営方針は

そのまま継承しており，週１回以上の更新を続けてい

る。

　新しくなった留学情報ホームページは，留学生セン

ター全体の中に，以前よりもよりわかりやすく位置づ

けられている。そのため，学生からのアクセスがより

容易になったのではないかと思われる。

　今後も，海外留学を考え始めた名大生の最初の窓口

としてホームページが持ちうる機能を重視し，より充

実させていきたい。

〈留学関連資料提供〉

　昨年度までは留学生センター棟１階ロビーにおかれ

ていた資料を整理し，すべてを海外留学室内に移動さ

せた。これにより，図書資料のより綿密な管理が可能

となった。さらに，短期留学室で管理されている図書

貸出システムが稼働し始め，海外留学関連図書につい

ても同様に管理することが可能となった。また，新規

図書も大幅に増やし，学生閲覧用のパソコンも整備す

ることができた。

　海外留学室の図書資料について，今年度は特に

TOEFL-iBT 試験対策教材の購入に力を入れた。

TOEFL-iBT とは，2006年５月から日本では始まると

されている TOEFL の新しい試験方式であり，あら

たにスピーキングテストが加わったり，統合的英語

技能をはかる設問があったりと，これまでの TOEFL

対策ではカバーしきれない部分が少なくない。この変

化に対応するため，今年度の図書購入の優先順位を

TOEFL-iBT 教材とした。

２．個人相談

　海外留学室では，学期中相談時間（週約８時間）を

設け，予約なしで個別相談が受けられるようにしてお

り，それ以外の時間や休暇中は，予約制で受け付けて

いる。個別相談を利用する場合，海外留学入門セミナー

やそれに準ずる説明会などに出席し，ある程度自分の

留学計画に対する考えをまとめ，情報収集を行ってい

ることが前提となっている。メール対応も含めた週あ

たりの実質的な相談時間は，８時間から16時間程度を

占めるのではないかと思われる。

　今年度の面談による個人相談件数は279件である（表
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３）。相談内容は様々であるが，昨年度と特に変わっ

た傾向は見られない。漠然とした留学や進路選択につ

いての迷い，留学することについて周りの理解が得ら

れない，金銭面の準備をどうしたらいいか，本当に留

学するべきかどうか，など包括的なコミュニケーショ

ンを必要とするものから，出願やビザ取得についてな

ど具体的な情報についての問合せまで幅広く寄せられ

ている。

　メールでの相談件数は309件であり，面談形式より

も多い。メールでの問合せも面談形式の場合と比べ問

題の多様性には変わりないが，やはりメールでの対応

には限界があると感じている。メールにかかれる文章

には文脈が読めないものや，学生本人の意志が全く見

えないものも多いため，特に会ったことのない学生に

対しては，どんなアドバイスをしても適切でない可能

性が高いと感じられる。メールでの対応は，個人相談

の利用を促すための窓口であるととらえた上で，引き

続き利用したい。

３．派遣学生に対する支援

　今年度，様々なプログラムにより留学を開始する学

生に対し，それぞれ以下のような教育支援活動を行っ

た。今年度意識的に取り組んだことは，それぞれのプ

ログラムに関連して，参加者間，受入校からの外国人

留学生，及び帰国留学生のネットワーク作りを促すこ

とにより，留学準備過程に対する支援を得るだけでな

く，様々な立場の学生がお互いに助け合い学び合える

環境を作ることである。

〈全学間交流協定に基づく交換留学〉

　全学間交流協定に基づく交換留学について，今年度

の派遣学生に対し，出願から出発までの支援と指導を

行った。派遣学生の一覧は表４（左側半分）の通りで

ある。これら全20名の学生は昨年度行われた学内選考

の結果選ばれたものであるが，受け入れ校からの許可

書を取得してはじめて派遣学生として認定される。今

年度もすべての学生が無事に入学許可書を取得し，渡

航することができた。なお，20名のうち２名は外国籍

の学生であった。

　また，JASSO による短期留学推進制度奨学金を受

給した学生が６名おり，その手続きや学生への連絡

については国際課の短期留学掛と連携して対応した。

〈日仏共同博士課程〉

　本プログラムは，日本側及びフランス側コンソーシ

アム参加校の間での学生交換を促すものであり，原則

として博士後期課程３年間のうちの２年目をそれぞれ

日本またはフランスで過ごし，日仏指導教員の共同指

導のもと，博士学位取得を目指すものである。

　昨年度学内選考を行い，推薦がきまった２名学生に

ついては，日本コンソーシアム総会において派遣が承

認され，今年度出発した。学生の行き先，所属等は以

下の通りである。

リール第１大学

　生命農学研究科 D ２（女）

高等師範学校

　国際言語文化研究科 D ３（男）

〈ノースカロライナ州立大学夏期英語研修〉

　７月５日から８月６日にかけて行われる夏期語学研

修であり，５名分の授業料（または10名分の授業料半

額）が同大学 Japan Center によって提供される。今

年度は５名の申込みがあり，４月18日に学内面接を

行った結果，全員に対し授業料を全額免除することと

して先方に報告し，了承された。

　これら５名を対象に，今後の手続き及び米国留学ビ

ザの取得方法について説明会を行った（５月11日）。

この機会を利用して，参加者間の顔合わせを行い，出

発までの準備を支援しあい，個人で準備することに

なっている航空券の予約・購入などについての情報交

換を行うよう促した。

　手続きは順調であったが，一つ大きな問題があっ

た。それは，参加学生の１名がビザを取得することが

できず，辞退せざるを得なかったことである。この学

生は，「学生ビザ」で日本に滞在する中国人留学生で

あり，その条件にしたがってビザの審査がされたもの

と考えられる。ビザが発行されなかったことは，学生

本人だけでなく，送り出し側である名古屋大学にとっ

ても，受け入れ側であるノースカロライナ州立大学に

とっても非常に残念な出来事であった。今後も，名古

屋大学で紹介している留学機会については国籍を問わ

ず名大生であれば誰でも応募できることを原則として

いくが，このような可能性があるということを，応募

以前の情報提供段階でより強く注意を促したいと考え

ている。
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　ノースカロライナ州立大学夏期研修に参加した学生

の所属部局・学年・性別は以下の通りである。

　法学部２年（女）

　医学部１年（女）

　理学部３年（男）

　国際言語文化研究科 M １（女）

〈木浦大校夏期研修〉

　８月１日から12日にかけて韓国の木浦大学校で行わ

れる韓国語学文化研修である。名大からの学生につい

ては，３名を上限として授業料及び宿泊費が免除され

る。学内からは４名の応募があり，４月27日に面接を

行った。審査の結果全員を推薦し，木浦大学校から全

員の受け入れが許可された。うち１名は外国人留学生

である。所属等内訳は以下の通りである。

　文学部１年（男）

　工学部２年（男）

　国際開発研究科 M ２（女）

　国際言語文化研究科 M ２（男）

〈慶煕大学校夏期研修〉

　８月１日から19日にかけて韓国の慶煕大学校で行わ

れる韓国語学文化研修である。慶煕大学校と名大は協

定関係にはないが，特別な配慮により３名分の授業料

免除枠が提供された。学内から５名の申込があり，５

月９日に面接を行った。その結果，上位３名を推薦し，

慶煕大学校からは全員受け入れが許可された。参加者

の所属等は以下の通りである。

　法学部４年（女）

　情報文化学部３年（男）

　工学部２年（男）

４．来年度の派遣学生に対する教育指導及び選考

　来年度中に開始する様々な留学プログラムについ

て，それぞれ下記の要領で参加学生の募集，選考，及

び留学準備の指導を行った。全学間交流協定に基づく

交換留学について，希望者数及び審査の結果派遣候

補者となった学生の数が昨年度比1.5倍に増えたこと

は特筆に値する。また，新規事業として，候補者選考

直後に全員に対する準備オリエンテーションを開催し

た。

〈TOEFL 準備指導〉

　英語圏へ留学を希望する場合，特に交換留学で協定

校に留学したい場合には，必要最低限の TOEFL スコ

アを取得する必要がある。これまでの交換留学生選考

状況を見ていると，十分な動機と目的を持っているが

語学要件を満たさないという理由で機会を逃している

学生が少なからずいることがわかった。したがって，

英語圏への交換留学枠を十分に活用するためにも，早

い段階での TOEFL 受験指導が必要であるとの考えに

至った。

　今年度は，４月に行った留学説明会と５月に行った

TOEFL 説明会の間につながりをもたせ，留学希望者

ができるだけ早く TOEFL の準備に取りかかることが

できるよう促した。同時に，TOEFL 教材を購入し，

海外留学室で閲覧及び貸出しができるようにした。

　さらに，名古屋大学生協の協力を得て，TOEFL-

ITP（機関レベルで行われる公式模擬試験）を７月16

日にはじめて実施し，19名の学生が受験した。正式な

スコアが出る TOEFL-CBT の試験は現在日本全体で

は東京・横浜・大阪でしか実施されておらず，一度の

受験にかかるコストが大きい。TOEFL 受験準備の過

程においては時々自分の進度をはかることが必要であ

り，そのため，学内で安価に受験できる TOEFL-ITP

を実施することは有効であると考えられる。

　この働きかけが直接の原因かどうかは不明である

が，結果として交換留学生出願者のうちの多くが必要

最低点をクリアしていた。そのため，従来は候補者が

見つからなかった英語圏の交換留学生枠もほとんどを

埋めることができた。（昨年度７名に対し，今年度18

名）。

　TOEFL は，来年度，スピーキングや統合的問題を

含めた新方式に変わる予定である。これに対応するた

め，引き続き受験指導を強化していきたい。

〈全学間交流協定に基づく交換留学〉

　来年度派遣分の交換留学生については，８月８日の

説明会をもって応募開始とした。同時に，ホームペー

ジでの告知も開始した。今回募集した交換留学受け入

れ協定校は資料１の通りである。

　10月24日を学内応募締め切りとしたところ，全学か

ら52件の応募があった。11月４日の交換留学実施委員

会を経て，11月17日と18日に交換留学実施委員会委員

で構成される担当者により，面接を行った。その結果，
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30名の交換留学候補者を選出した。また，審査順位に

従い，JASSO の短期留学推進制度奨学金へ推薦順位

案を作成した。

　さらに枠が空いている協定校のうち７校について，

２次募集を行った（木浦大学校，梨花女子大学校，漢

陽大学校，吉林大学，南京大学，シドニー大学，南オー

ストラリア大学）。学内から２名の応募があり，審査

の結果両名とも候補生として選出された。

　交換留学生候補者全32名の所属部局，学年（応募時），

及び性別は，表４（右側半分）の通りである。候補者

の所属部局を多い順から見ると，文学部／文学研究科

７名，工学部７名，経済学部４名，教育学部／教育発

達科学研究科３名，法学部３名，情報文化学部３名，

農学部２名，理学部１名，環境学研究科１名，国際開

発研究科１名となっている。男女比は，男子13名対女

子19名となっており，名古屋大学学生全体の男女比と

比べてはるかに女子学生の比率が高い。応募時の学年

については，多い順に２年生15名，３年生９名，１年

生２名，４年生２名，博士前期課程１年２名，博士後

期課程１年１名，３年１名となっている。

　また，候補者決定通知の直後，上記学生に対し下記

オリエンテーションを行った。これは今年度新たに始

めたものである。留学準備期間の過ごし方は，留学中

及び帰国後の成果に大きく影響する。これらのオリエ

ンテーションは，早い段階から留学生としての自覚を

促し，自立心をもって準備に取り組ませることを目的

としている。また，同期交換留学生のネットワークを

早期に構築することで，情報交換を促進させることも

目指した。

◆フランス留学予定者準備説明会

日 時：12月15日（木）12：00－13：00

場 所：留学生センター104号室

◆交換留学生準備オリエンテーション

日 時：１月18日（水）16：30－18：00

場 所：留学生センター207号室

〈ルノー財団プログラム〉

　このプログラムは，フランス・ルノー財団による奨学

金及び予備教育が提供されるものであり，修士レベル

がターゲットとなっている。今回は，MBA Dauphine-

Sorbonne-Renault（経営学修士），Master ParisTech 

Fondation Renault（理工系修士），及び Cycle Majors 

Renaultの３コースについて来年度出発分の募集があっ

た（プログラム詳細はルノー財団ホームページを参照 

http://www.fondation.renault.com）。

　10月７日を学内応募締切としたところ，Cycle Majors

に１名，MBA に２名（うち１名は卒業生）の応募があっ

た。専攻の結果，全員をルノー財団に推薦し（その後

MBA 応募者１名辞退），ルノーによる審査の結果，全

員合格した。学生の所属等は以下の通りである。

MBA Dauphine-Sorbonne-Renault

　法学部卒業生（女）

Cycle Majors Renault （パリ第１大学）

　国際開発研究科 M １（女）

〈名古屋大学長期留学支援プログラム〉（新規）

　文部科学省から公募のあった「大学教育の国際化推

進プログラム」について，「名古屋大学長期留学支援

プログラム」として採択されたものである。これは，

学位取得目的の海外留学（またはアジア地域における

研究調査）を支援するものであり，今年度は学内から

２名の応募があった。学内選考の結果，両名を文部科

学省へ推薦し，そのうち，下記のとおり１名の学生が

合格した。来年度は，この学生の出発前支援を総合的

に行う予定である。

スタンフォード大学大学院　工学部４年（男）

５．海外留学に関する情報収集活動

　留学全般から個別のプログラムに至るまで，常に変

化する状況に対応するため，情報収集は最も重要な業

務の一つである。インターネットの発達により，多く

の情報はホームページやメールによる問合せで入手可

能であるが，はやり実際に担当者と一定時間会い，会

話を通して状況を理解することは，相手との信頼関係

を築き，今後のコミュニケーションを円滑にするため

にも不可欠であり，今後もできるだけ多くの機会を

作っていきたい。また，国際教育に関する国際会議の

場は，複数の協定校関係者に会えるだけでなく，今後

のプログラム開発に繋がる情報を得ることができるた

め，有用であると考える。

　以下は，今年度行った主な情報収集活動である。

４/28  シンシナティ大学 Susan Bacon氏来訪，

交換留学に関する情報交換
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５/27-６/ ５  NAFSA: Association for International 

Educators 年次総会出席，北米地域及

び世界における高等教育動向について

の調査，協定校関係者との情報交換（ア

メリカ・シアトル）

６/16  セント・オラフ大学 Luyen Phan 氏来

訪，交換留学に関する情報交換

７/13  アメリカ領事との情報交換会（南山大

学）

７/23-24  JAFSA：国際教育交流協議会サマー

セミナー（軽井沢）

９/12-20  EAIE：European Association for 

International Education 年 次 総 会 出

席，ヨーロッパ地域及び世界における

高等教育動向についての調査，協定校

関係者との情報交換（ポーランド・ク

ラコフ）

10/ ９  ブリストル大学 Sioned Evens 氏来訪，

交換留学に関する情報交換

10/ ９ イギリス留学フェア（ナディアパーク）

10/28  オーストラリア大使館　オーストラリ

ア政府教育情報センター長馬原氏来

訪，オーストラリア留学に関する情報

交換

11/ １  アメリカ大学留学フェア及び留学指導

担当者のためのラウンドテーブル（名

古屋アメリカンセンター）

11/22  グルノーブル大学コンソーシアム東氏

来訪，交換留学に関する情報交換

12/ ９  次世代 TOEFL テスト／ TOEFL －

iBT に関する情報交換会（CIEE 京都）

２/ ７  米国留学ビザ申請についての説明会

（米国大使館）

３/29-４/ １  APAIE: Asia Pacific Association for 

International Education 総会出席，ア

ジア太平洋地域及び世界における高等

教育動向についての調査，協定校関係

者との情報交換（韓国・高麗大学）

おわりに：今年度の総括と来年度への課題

　昨年度から引き継いだ課題３点については，今後

継続的な拡張や改善が必要なものの，おおむね良い

スタートが切れたように思う。１点目の「異文化

教育プログラムの開発・実施」については，堀江が

NUPACE で担当している授業「Communication and 

Human relations in Cross-cultural Contexts」を共通

教育開放科目とし，交換留学予定者を含めた一般学生

に対しても受講機会を確保した。また，留学予定者と

NUPACE受け入れ留学生，帰国留学生とのネットワー

ク構築を働きかけ，学生自らが友人関係を通じて留学

準備のための情報交換等を行えるようにした。このよ

うに，学生が自発的に留学準備を行い，またそれを通

じておたがいに学び合い助け合うことができるような

仕組み作りを，教育支援の一部としてこれからも重視

していきたい。

　第２の課題であった「海外留学室の広報活動」につ

いては，まずはホームページのリニューアルを行った。

また，全学向けの説明会のタイミングを工夫し，回数

を増やすなど，学生・教職員への情報提供機会を増や

すこともできた。来年度は，初頭から海外留学室の活

動を紹介するブローシャーを作成し，全新入生に配布

する予定である。

　第３に，「危機管理体制の整備」の課題については，

引き続き，派遣学生の緊急連絡先を管理・更新するこ

とにつとめた。実際今年度は，ロンドンにおける地下

鉄テロやカリブ海地域におけるハリケーン被害など安

否確認の対象となる事件・災害も発生し，緊急連絡先

情報が役に立った。しかし，この機能をより全学的に

行うことを目的とした海外留学データベースはまだ運

用段階に達しておらず，来年度への課題となっている。

また，海外における危機回避のための指導は，今年度

は個別相談の一部として行うにとどまったが，来年度

はオリエンテーション形式で行い，留学環境における

心身両面の健康管理や異文化適応についての指導を強

化させたい。

　さらに来年度へ向けての課題として，２点あげたい。

第１点めは，TOEFL 指導の強化である。TOEFL は，

来年度，現行の CBT（Computer Based Test）から，

iBT（Internet Based Test）に変わる予定である。試

験の本質は変わらないものの，あらたにスピーキング

テストが導入されたり，リーディングとリスニングと

ライティングまたはスピーキングが統合的に構成され

た問題形式が登場したりと，試験対策には一定の時間

と準備努力が必要と思われる。今年度経験したとおり，

英語圏への交換留学生数は，TOEFL の結果次第とも

いえる部分があり，来年度も引き続き交換留学生数を
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増やすためには，iBT に対応するための学習支援が必

要である。したがって，来年度は，説明会やセミナー，

模擬試験等を組み合わせた TOEFL 準備支援プログラ

ムを開催したいと考えている。

　第２点目は，交換留学を終えて帰国した学生の，そ

の後の進路についての情報収集である。留学前の学生

からの相談においては，「留学した後どのように就職

活動をしたら良いのか」という質問が少なくない。就

職活動についての専門的な情報収集については，学生

相談総合センター就職相談部門に行くよう指導してい

るが，留学経験者に特化した進路情報を収集し，これ

から留学しようとする学生の参考情報を用意できれば

と考えている。すでに留学をキャリア形成の一部とし

て具体的に位置づけ，実行した学生もいれば，留学が

進路探しのきっかけとなった学生もいる。「進路」と「留

学」の関係について，また「留学」の活かし方につい

て，個々多様な形があること示したい。
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月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

参加者数 26 11 14 10 休止 14 7 2 4 3 休止 91

表１：平成17年度　海外留学入門セミナー月別出席者数

１年 ２年 ３年 ４年 M1 M2 D1 D2 D3 他
総計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

文学部 1 4 2 3 10

文学研究科 1 1 2

教育学部 2 2 2 6

法学部 1 1 2 4

法学研究科 1 1

経済学部 3 3 5 2 1 2 16

経済学研究科 1 1

情報文化学部 1 2 2 3 8

理学部 1 1 2

医学部 1 1 2

医学部保健学科 1 1

工学部 1 2 4 5 1 2 15

工学研究科 2 1 3

農学部 1 1 3 2 7

生命農学研究科 1 1

国際開発研究科 3 1 4

情報科学研究科 1 1

国際言語文化部 2 2

環境学研究科 3 1 4

その他 1 1

小　　計 9 16 15 10 7 10 2 2 9 7 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 91

合　　計 25 25 17 4 16 0 2 1 0 1 91

表２：同 所属別参加者数

表３：平成17年度 海外留学個人相談月別利用件数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

面談件数 26 27 40 17 17 15 47 8 14 9 44 15 279

メール相談件数 48 10 17 23 44 41 44 29 9 13 16 15 309

合計相談件数 588
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表４：全学間交流協定に基づく交換留学生
平成17年度派遣学生 平成18年度派遣候補生

全体数 20名 32名
アメリカ ６名 12名

ニューヨーク大学
国際言語文化研究科 M 2 女子 経済学部 ２年 男子
文学部 ４年 女子
法学部 ４年 女子

ノースカロライナ
州立大学

教育学部 ３年 女子 工学部 ４年 男子
文学部 ３年 女子 工学部 ２年 男子
文学部 ３年 女子 農学部 ２年 女子

情報文化学部 １年 女子

イリノイ大学
工学部 ４年 男子
工学部 １年 男子

南イリノイ大学
文学部 ２年 女子
情報文化学部 ２年 男子

シンシナティ大学 文学部 ３年 男子

セント・オラフ大学
文学部 ３年 女子
経済学部 ３年 女子

イギリス １名 ４名
ブリストル大学 文学部 ４年 男子 理学部 ３年 女子
ウォリック大学 文学研究科 D 1 女子

シェフィールド大学
情報文化学部 ２年 女子
文学部 ２年 女子

フランス ４名 ４名
ストラスブール
コンソーシアム

国際開発研究科 M 2 女子 農学部 ２年 男子
経済学部 ４年 女子 法学部 ３年 女子

グルノーブル
コンソーシアム

文学部 ３年 女子 文学部 ２年 女子
情報文化学部 ４年 男子 工学部 ２年 男子

中国 ３名 ３名
吉林大学 情報文化学部 ２年 男子
清華大学 工学部 ２年 女子
南京大学 文学部 M 1 男子

復旦大学
経済学部 ３年 男子
教育学部 ３年 女子

上海交通大学 経済学部 ２年 男子
韓国 ３名 ３名

漢陽大学
文学部 ４年 女子 工学部 ２年 男子
工学部 ４年 男子

梨花女子大学 経済学部 ３年 男子 教育学部 ２年 女子
高麗大学 教育発達科学研究科 D 男子
オーストラリア ０名 ２名
アデレード大学 法学部 ３年 女子
フリンダース大学 文学部 ２年 女子
ドイツ １名 ２名
フライブルグ大学 国際開発研究科 M 2 女子 工学部 ２年 女子
ブラウンシュバイク 環境学研究科 M 1 男子
ブラジル １名 １名
ブラジリア連邦大学 国際開発研究科 M 2 女子 法学部 ３年 女子
インドネシア １名 ０名
スラバヤ国立大学 文学研究科 D 2 男子
インド ０名 １名
プネー大学 国際開発研究科 M 1 女子

＊学年は出発時のもの ＊学年は学内選考時のもの
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gl
is

h/
ad

m
iss

io
ns

/o
ve

rs
ea

/i
nd

ex
.h
tm

免
除

16
同

済
大

学
中

国
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.to

ng
ji.e

du
.cn

/̃
ist

ju
/

免
除

17
南

京
大

学
中

国
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.n
ju
.ed

u.
cn

/c
ps

/s
ite

/N
JU

/
hw

xy
/C

hi
ne

se
V
er

sio
n/

ab
ro

ad
.h
tm

免
除



名古屋大学留学生センター紀要  第４号

－ 1 3 0－

18
復

旦
大

学
中

国
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.fu

da
n.
ed

u.
cn

/e
ng

lis
hn

ew
/

ab
ou

t/
liu

ba
n.
ht

m
l

免
除

19
東

北
大

学
中

国
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.n
eu

.ed
u.
cn

/
免

除

20
北

京
大

学
中

国
45

歳
以

下
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
:/
/w

w
w
.o
ir
.p
ku

.e
du

.c
n/

ne
w
oi
r/

st
ud

en
ta
b/

st
ud

en
ta
b.
as

p

授
業

料
必

要
（

詳
し

く
は

H
P 

参
照

）
21

哈
爾

濱
工

業
大

学
中

国
免

除
募

集
な

し
22

中
国

科
学

技
術

大
学

中
国

免
除

募
集

な
し

23
ラ

オ
ス

国
立

大
学

ラ
オ

ス
一

般
授

業
履

修
等

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
uo

l.e
du

.la
/n

uo
ls
ta

rt
.

jsp
?id

=1
&
lc
=e

n
免

除

24
シ

ド
ニ

ー
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

GP
A
3.0

，
T
O
EF

L2
33

(e
ss

ay
4.5

)/
57

5
一

般
授

業
履

修
ht

tp
:/
/w

w
w
.u
sy

d.
ed

u.
au

/f
st

ud
en

t/
st
ud

ya
br

oa
d/

in
de

x.
sh

tm
l

免
除

25
ア

デ
レ

ー
ド

大
学

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
T
O
EF

L2
13

/5
50

（
未

確
認

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.in

te
rn

at
io
na

l.a
de

la
id
e.e

du
.

au
/f
ut

ur
e/

ab
ro

ad
/

免
除

都
市

工
学

関
連

分
野

専
攻

大
学

院
生

に
つ

い
て

は
奨

学
金

の
可

能
性

あ
り

26
フ

リ
ン

ダ
ー

ス
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

T
O
EF

L2
13

/5
50

一
般

授
業

履
修

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f
li

n
d
er

s.
ed

u
.a

u
/

in
te
rn

at
io
na

l/
st
ud

en
ts
/i
nd

ex
.h
tm

l
免

除
都

市
工

学
関

連
分

野
専

攻
大

学
院

生
に

つ
い

て
は

奨
学

金
の

可
能

性
あ

り

27
南

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

T
O
EF

L2
13

/5
50

一
般

授
業

履
修

ht
tp

:/
/w

w
w
.u
ni

sa
.e
du

.a
u/

in
te

rn
at

/
sa

se
/d

ef
au

lt.
as

p
免

除
都

市
工

学
関

連
分

野
専

攻
大

学
院

生
に

つ
い

て
は

奨
学

金
の

可
能

性
あ

り

28
モ

ナ
シ

ュ
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

T
O
EF

L2
13

/5
50

(T
W

E5
.0)

一
般

授
業

履
修

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
o
n
a
s
h
.e

d
u
/

in
te
rn

at
io
na

l/
pr

os
pe

ct
iv
es

tu
de

nt
s/

授
業

料
必

要
（

詳
し

く
は

H
P 

参
照

）

29
イ

リ
ノ

イ
大

学
ア

ー
バ

ナ
・

シ
ャ

ン
ペ

ー
ン

校
ア

メ
リ

カ
T
O
EF

L2
13

/5
50

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
.u
iu
c.e

du
/

免
除

30
オ

バ
ー

リ
ン

大
学

ア
メ

リ
カ

T
O
EF

L2
50

/6
00

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
.ob

er
lin

.ed
u/

授
業

料
必

要
（

詳
し

く
は

H
P 

参
照

）
31

シ
ン

シ
ナ

テ
ィ

大
学

ア
メ

リ
カ

T
O
EF

L2
13

/5
50

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
.u
c.e

du
/

免
除

32
セ

ン
ト

・
オ

ラ
フ

大
学

ア
メ

リ
カ

T
O
EF

L2
13

/5
50

一
般

授
業

履
修

ht
tp

:/
/w

w
w
.s
to

la
f.e

du
/a

dm
is
si
on

s/
in
te
rn

at
io
na

l/
in
de

x.
ht

m
l

免
除

33
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
大

学
ア

メ
リ

カ
T
O
EF

L2
50

/6
00

一
般

授
業

履
修

h
tt

p
:/

/w
w

w
.n

y
u
.e

d
u
/g

lo
b
al

/
in
te
rn

at
io
na

l.h
tm

l
免

除

34
ノ

ー
ス

カ
ロ

ラ
イ

ナ
州

立
大

学
ア

メ
リ

カ
学

部
生

：
T
O
EF

L2
00

大
学

院
生

：
T
O
EF

L2
13

一
般

授
業

履
修

ht
tp

:/
/w

w
w
.n
cs

u.
ed

u/
st

ud
ya

br
oa

d/
in
tl/

in
de

x.
ht

m
l

免
除

35
南

イ
リ

ノ
イ

大
学

カ
ー

ボ
ン

デ
ー

ル
校

ア
メ

リ
カ

T
O
EF

L2
00

一
般

授
業

履
修

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
iu

.e
du

/%
7E

in
tl
de

v/
in
tla

pg
d.
ht

m
l

免
除
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36
ブ

ラ
ジ

リ
ア

連
邦

大
学

ブ
ラ

ジ
ル

基
礎

的
な

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

ま
た

は
英

語
能

力
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
研

修
，

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
.u
nb

.b
r/

po
rt
al
/

免
除

37
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

大
学

デ
ン

マ
ー

ク
T
O
EF

L2
13

/5
50

，
3年

次
以

上
，

デ
ン

マ
ー

ク
語

？
一

般
授

業
履

修
（

英
語

お
よ

び
デ

ン
マ

ー
ク

語
）

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
u.

dk
/d

ef
au

lt
2_

uk
.

as
p?

sr
c=

ht
tp

:/
/w

w
w
.k
u.
dk

/s
a/

in
te

r/
ex

gu
es

t/
gu

es
ts
tu

dj
.h
tm

l

授
業

料
不

徴
収

協
定

は
な

い
が

，
授

業
料

無
料

確
認

中

38
ウ

ォ
リ

ッ
ク

大
学

イ
ギ

リ
ス

T
O
EF

L2
60

/6
20

，
法

学
部

3年
次

以
上

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
2.w

ar
w
ic
k.
ac

.u
k/

免
除

JY
A（

学
部

３
年

次
以

上
）有

料

39
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

大
学

イ
ギ

リ
ス

学
部

学
生

，
GP

A
 3
.0以

上
，

T
O
EF

L2
13

/5
50

（
受

入
れ

学
部

に
よ

っ
て

異
な

る
。

H
P

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.sh

ef
.a
c.
uk

/i
nt

er
na

tio
na

l/
sa

/e
ng

lis
hr

eq
ui
re

m
en

ts
.h
tm

）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

:/
/w

w
w
.sh

ef
.a
c.
uk

/i
nt

er
na

tio
na

l/
sa

/
免

除

40
ブ

リ
ス

ト
ル

大
学

イ
ギ

リ
ス

T
O
EF

L2
50

/6
00

　（
た

だ
し

7月
か

ら
９

月
に

SA
BL

E
を

履
修

す
る

場
合

は
17

3/
50

0)
一

般
授

業
履

修
ht

tp
:/
/w

w
w
.b
ri
s.a

c.
uk

/i
nt

er
na

tio
na

l/
st
ud

ya
br

oa
d/

免
除

ST
A
BL

E（
７

‒８
月

）
有

料

41
ケ

ム
ニ

ッ
ツ

工
科

大
学

ド
イ

ツ
中

級
以

上
の

ド
イ

ツ
語

能
力

，
英

語
能

力
ド

イ
ツ

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
h
tt

p
:/

/w
w

w
.t

u
-c

h
em

n
it

z.
d
e/

in
te
rn

at
io
na

l/
na

ch
-c
he

m
ni
tz
/i
nd

ex
.p
hp

免
除

有
料

の
ド

イ
ツ

語
コ

ー
ス

あ
り

42
ブ

ラ
ウ

ン
シ

ュ
バ

イ
ク

工
科

大
学

ド
イ

ツ
２

年
次

以
上

（
多

く
は

3年
次

以
上

），
中

級
以

上
の

ド
イ

ツ
語

能
力

，
英

語
能

力
一

般
授

業
履

修
ht

tp
:/
/w

w
w

.t
u-

br
au

ns
ch

w
ei

g.
de

/
in
te
rn

at
io
na

l/
ex

ch
an

ge

授
業

料
不

徴
収

協
定

は
な

い
が

，
授

業
料

無
料

ド
イ

ツ
語

コ
ー

ス
あ

り

43
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

工
科

大
学

ド
イ

ツ
中

級
以

上
の

ド
イ

ツ
語

能
力

，
英

語
能

力
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.tu

m
.d
e/

jsh
pc

ho
os

er
.tu

pl
授

業
料

不
徴

収
協

定
は

な
い

が
，

授
業

料
無

料

44
フ

ラ
イ

ブ
ル

ク
大

学
ド

イ
ツ

中
級

以
上

の
ド

イ
ツ

語
能

力
，

英
語

能
力

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
.io

.u
ni
-fr

ei
bu

rg
.d
e/

免
除

事
前

有
料

ド
イ

ツ
語

コ
ー

ス
あ

り

45
ル

イ
・

パ
ス

ト
ゥ

ー
ル

大
学

 （
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

第
1）

フ
ラ

ン
ス

フ
ラ

ン
ス

語
能

力
，

英
語

能
力

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w
w
w
-u
lp
.u
-st

ra
sb

g.
fr
/

免
除

46
ポ

ン
ゼ

シ
ョ

セ
工

科
大

学
フ

ラ
ン

ス
フ

ラ
ン

ス
語

能
力

，
英

語
能

力
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w
w
.en

pc
.fr

/
免

除

47
グ

ル
ノ

ー
ブ

ル
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

フ
ラ

ン
ス

３
年

以
上

の
学

部
生

，
フ

ラ
ン

ス
語

中
級

以
上

フ
ラ

ン
ス

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
授

業
履

修
（

GU
ES

T
）

ht
tp

:/
/w

w
w
.g
re

no
bl
e-
un

iv
er

si
te

s.f
r/

gu
es

t/
免

除

48
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
フ

ラ
ン

ス
３

年
次

以
上

の
学

部
生

，
フ

ラ
ン

ス
語

中
級

以
上

フ
ラ

ン
ス

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
授

業
履

修
（

SU
SA

P）
免

除

49

東
南

ア
ジ

ア
地

域
農

業
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
〈

主
に

フ
ィ

リ
ピ

ン
大

学
ロ

ス
・
バ

ニ
ョ

ス
校

〉

フ
ィ

リ
ピ

ン
英

語
能

力
，

大
学

院
生

一
般

授
業

履
修

等
ht

tp
://

w
eb

.se
ar

ca
.or

g/
ho

m
e.a

sp
約

10
,00

0ペ
ソ

確
認

中


